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（1）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上収益
調整後

営業利益※1 EBIT※2 継続事業
税引前四半期利益

四半期利益
親会社株主に帰属
する四半期利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年3月期第3四半期 7,346,665 22.9 484,460 52.9 601,402 19.4 593,256 18.9 512,241 63.1 450,785 46.4

2021年3月期第3四半期 5,979,000 △5.8 316,912 △28.9 503,536 816.4 498,959 857.3 314,069 264.3 307,878 458.3

基本1株当たり
親会社株主に帰属
する四半期利益

希薄化後1株当たり
親会社株主に帰属
する四半期利益

売上収益
調整後

営業利益率

売上収益
EBIT率

円 円 ％ ％

2022年3月期第3四半期 466.47 465.86 6.6 8.2

2021年3月期第3四半期 318.73 318.33 5.3 8.4

資産合計 資本合計 親会社株主持分 親会社株主持分比率
1株当たり

親会社株主持分

百万円 百万円 百万円 ％ 円

2022年3月期第3四半期 13,423,876 4,901,382 3,950,153 29.4 4,083.93

2021年3月期 11,852,853 4,458,232 3,525,502 29.7 3,646.46

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 円 円 円 円

2021年3月期 － 50.00 － 55.00 105.00

2022年3月期 － 60.00 －

2022年3月期（予想） － －

（％表示は、対前期増減率）

売上収益
調整後

営業利益
EBIT

継続事業
税引前

当期利益
当期利益

親会社株主に
帰属する
当期利益

基本1株当たり

親会社株主に

帰属する当期利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円

通期 10,000,000 14.6 723,000 46.0 781,000 △8.1 765,000 △9.4 625,000 20.5 550,000 9.6 569.11

2022年3月期 第3四半期決算短信〔IFRS〕（連結）

1． 2022年3月期第3四半期の連結業績（2021年4月1日～2021年12月31日）

※1　当社は「営業利益」に代え、「調整後営業利益」を連結経営成績に関する指標として用いています。
　　 「調整後営業利益=売上収益－売上原価－販売費及び一般管理費」により計算しています。
※2　EBITは、Earnings before interest and taxesの略であり、「EBIT=継続事業税引前四半期利益－受取利息＋支払利息」により
　　 計算しています。

（2）連結財政状態

2． 配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

2022年3月期の配当予想額は、未定です。

3． 2022年3月期の連結業績予想（2021年4月1日～2022年3月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：有



①  期末発行済株式数（自己株式を含む）  2022年3月期3Ｑ 968,234,877株  2021年3月期 967,885,277株

②  期末自己株式数  2022年3月期3Ｑ 992,599株  2021年3月期 1,055,799株

③  期中平均株式数（四半期累計）（注）  2022年3月期3Ｑ 966,384,756株  2021年3月期3Ｑ 965,946,407株

※　注記事項

　　(1)　当四半期連結累計期間における重要な子会社の移動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の移動）：有

　　　　 新規　1社（社名）GlobalLogic Worldwide Holdings,　Inc.

(2)　発行済株式数（普通株式）

（注）基本1株当たり利益の算定上の基礎となる株式数を記載しています。なお、2022年3月期の連結業績予想における基本1株当たり
利益の算定上の基礎となる株式数は、966,414,283株です。

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です。
※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
　　本資料における当社の今後の計画、見通し、戦略等の将来予想に関する記述は、当社が本資料の発表日現在において合理的であると判断する
　　一定の前提に基づいており、実際の業績等の結果は見通しと大きく異なることがありえます。
　　詳細は、「2022年3月期第3四半期 連結決算」の10ページ「将来の見通しに関するリスク情報」をご参照ください。


